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令和６年度 第１回安城市図書館協議会会議録  

 

日  時  令和６年７月２２日（月）  午前１０時 

場  所  アンフォーレ本館３階健康支援室・講座室  

出席委員  浮森 和美  委員  

家禰 淳一  委員  

杉田 加代子 委員  

加藤 りせ子  委員  

  矢野 裕二  委員  

熊谷 忠信   委員  

神谷 秀樹   委員  

宮崎 久美子 委員  

事 務 局  石川 良一  教育長  

      横手 憲治郎  市民生活部長  

籠瀬 博敬    アンフォーレ課長兼図書情報館長（以下館長） 

鈴木 美穂   アンフォーレ課図書サービス係長  

深津  悠   アンフォーレ課図書情報係専門主査  

      市川 祐子   アンフォーレ課図書サービス係主査  

      森本 彩花  アンフォーレ課図書サービス係主事補  

傍 聴 者  なし 

閉  会  午前１１時３０分 

 

事務局：皆様おはようございます。本日はお忙しい中、そして猛暑が続

く中、令和６年度第１回安城市図書館協議会にご出席いただきまして

誠にありがとうございます。  

私は、本日の典礼を務めますアンフォーレ課図書サービス係の森本

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。  

本日の会議におきましては、環境に配慮するとともに、働きやすい

職場環境づくりの一環として、軽装（ノーネクタイ等）で出席してお

りますので、ご理解をお願いします。  

次に、本日の会議の資料につきましては事前にお送りしております。

本日お持ちいただいておりますでしょうか。もし、お忘れになった方は
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お申し出ください。  

この安城市図書館協議会は、図書館法第１４条第１項の規定に基づ

き設置できるもので、「図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるとと

もに、図書館の行う図書館奉仕につき、館長に対して意見を述べる機

関」として位置づけられており、図書館協議会委員を教育委員会が任

命することになっております。  

安城市図書館の設置及び管理に関する条例第１４条では、委員の定

数や任期を定めており、今任期は、令和６年度と令和７年度の２か年

となっております。  

それでは、会議に先立ちまして、石川教育長から辞令の交付をさせ

ていただきます。委員を代表しまして、浮森和美様、正面へお進み願

います。  

＜辞令交付＞  

ありがとうございました。他の委員の皆様には、自席の封筒の中に

それぞれ辞令を置かせていただきましたので、ご確認をお願いいたし

ます。  

続きまして、市民憲章の唱和を行います。皆様ご起立をお願いしま

す。市民憲章は、次第の裏面に記載されていますので、ご覧ください。  

＜市民憲章唱和＞ 

ありがとうございました。  

次に、石川教育長がご挨拶を申し上げます。  

教育長：おはようございます。季節は大暑ということで、１年の中で一

番暑い時期を迎えています。また大変ご多用の中お集まりいただきあ

りがとうございます。日頃は本市の図書館行政にお力添えをいただい

ておりますこと、感謝申し上げます。  

 小中学校の方はちょうど先週末終業式を迎えて夏休みに入っていま

す。ここアンフォーレに子どもたちがたくさん訪れることを願ってい

ますし、クールスポットにもなっておりますので大人についても大い

に利活用いただきたいと思います。特に来週は第７１回安城七夕まつ

りも開催されるということですので、アンフォーレにも多くの方がお

越しくださると思っておりますが、安城市の夏の風物詩として、お越

しいただきますことを期待しております。  
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 さて、このアンフォーレの本館は、平成２９年６月に開館し、今年

の３月２０日に来館者７００万人を突破しました。１日の来館者数は

新型コロナの影響で一時期落ち込みましたが、昨年度は１日に約３，

２００人でコロナ禍前の３，５００人に近づいているところでありま

す。 

また、図書館業務については、国立国会図書館が運営する、レファ

レンスの共同データベース事業で多くの方に活用いただいておりまし

て、１０年連続で国立国会図書館から感謝状をいただいております。  

なお、今年度は安城市図書館運営基本計画の中間見直しに本格的に

取り組んでまいります。先日ワークショップを開催しまして、市民の

皆様のご意見を頂戴いたしました。本日、委員の皆様におかれても計

画の見直しの内容についてご審議いただきますので、どうぞよろしく

お願いいたします。  

余談になりますが、今年の４月２５日に東海北陸地方の教育長会、

１２０の都市の教育長が集まった会で、分科会においてアンフォーレ

の紹介をさせていただきました。この発表を受けて各県の教育長から

たくさんの質問をいただきました。「財政的に難しい」ということが

一番大きかったですけれども、見習うことのできるところが多々ある

ということで、かなり高評価をいただきました。私は立場上学校との

つながりというところで、学校に配置してくださっている学校司書さ

んとのつながり、その活動を中心にアンフォーレのことを紹介させて

いただいたのですが、その後も実は図書館を作ろうとしている都市が

いくつかあると個別にお声掛けいただいたりして、またこちらに来て

くださるような話をしていたので、そういう意味でも参考になったの

であればありがたいなと思っています。余談でした。  

 今回もご忌憚のないご意見を賜りますようお願い申し上げて、あい

さつに代えさせていただきます。本日、どうぞよろしくお願いいたし

ます。  

事務局：続きまして、各委員及び事務局の紹介を行います。家禰委員か

らお席の順に、一言ずつ自己紹介をお願いします。  

＜委員、事務局自己紹介＞ 

それでは、議題に入ります。  
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 なお、図書館協議会は、安城市図書館管理規則第２４条第１項で、

委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができないと規定し

ています。本日は委員全員ご出席いただいておりますので、会議は成

立いたします。  

議題（１）会長・副会長の選任についてですが、安城市図書館管理

規則第２３条第１項で、「会長及び副会長各１人を置き、委員の互選

により定める」と規定しています。どなたか、ご意見がございました

らお願いいたします。 

委員：図書館協議会委員の経験が豊富な浮森和美委員を、会長に推薦し

ます。また、副会長には、やはり経験豊富な家禰淳一委員を推薦いた

します。いかがでしょうか。  

＜賛成の声あり＞ 

事務局：皆様、会長には浮森和美様、副会長には家禰淳一様でよろしい

でしょうか。  

＜異議なしの声あり＞ 

事務局：ご異議なしということで、決定いたしました。浮森委員・家禰

委員、正面の会長席・副会長席に移動をお願いします。  

ご協力ありがとうございました。  

それでは、浮森様、会長就任のごあいさつをお願いします。  

会長：皆様方のご推挙をいただき、安城市図書館協議会の会長を務めさ

せていただくことになりました。よろしくお願いします。  

アンフォーレの図書情報館がオープンし、多くの市民にご利用をい

ただいておりますが、今後も、多くの市民に愛され親しまれる図書情

報館とするため、この図書館協議会の場で活発な議論がされるよう努

めてまいります。どうぞよろしくお願いします。  

事務局：ありがとうございました。ここからは、慣例により、議事の取

り回しを浮森会長にお願いいたします。  

 

会長：それでは、議事を進めます。議題（２）の「令和５年度の図書館

利用状況等について」、事務局の説明をお願いします。  

＜鈴木係長が、Ｐ２～Ｐ１０を説明＞ 

会長：ありがとうございました。ただいま事務局の説明について、ご質
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問、ご意見等がありましたら、ご発言願います。  

副会長：高校との連携事業についてですが、配送と来館での貸出という

形で、配送便をされているのは高校としても非常に便利かなと思いま

す。もう１つ、高校と連携するということで図書委員も含めて何か参

加型の授業なり掲示板なり、例えば「推し本」とかそのような形での

企画展示であったり、あるいは一緒に協力して作成するようなブック

リストであったり、そういったことも含めて、今後考えていかれたら

よろしいのではないかと思っております。  

事務局：先日、安城高校の図書委員がやっているビブリオバトルを見学

に行かせていただきまして、大変積極的な発言等を見させていただい

て、その際に、安城高校の学生が作られたポップをかなりたくさん貸

していただいております。そのポップをもとに新たな展示等を増設し

ていけないかと今検討しております。その中で、いろんな学校に広ま

っていくといいかなということで、とりあえず安城高校とお話しさせ

ていただいております。  

委員：図書館の運営状況をしっかりまとめていただいて、大変分かりや

すくまとめられていると思います。  

いくつか質問とご提案があるのですが、Ｐ７とＰ８のところで、今

もお話がありましたが、高校との連携事業のところは、去年の１１月

からこういう取組をスタートされたということで、非常にいいことだ

と思います。前のページを見ても高校生の利用がまだまだ少ないとい

うことで、そういう観点でここをしっかり強化されるということは非

常にいい取組だとは思いますが、Ｐ８のところで、実際の今の運用の

数字が出ておりますが、配送がまだ４回とか、延べ貸出が９冊とか、

これからまだまだ伸びていくかと思いますが、小学校と中学校との連

携は非常にしっかりやられていると思います。高校の場合は、義務教

育とは違うところがあるのでしょうか。高校との連携という観点で、

中学校や小学校とは少し違う、難しいところがあるということであれ

ば、そこに対して少し手を打つ必要があるのかなと思います。  

あと、違う観点で考えると、小中学校ではしっかり利用されている

ということなので、中学生が高校に進学する前に、アンフォーレとう

まくつながるような仕組みや手立てが中学校の時にあると、高校に入
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学されてからも中学校の延長でアンフォーレを活用していくのではな

いでしょうか。具体的なところはわからないですが、実際の高校との

連携が難しいのであれば、中学校の時に高校に進学してからもうまく

活用につながるような、そんな仕組みがあるといいと思いました。  

あともう一点、Ｐ１０の５「安城市公式 LINE にアンフォーレ・図書

情報館へのリンクを設定」で安城市の公式 LINE で予約ができ、色々見

れるということで、大変便利になったかと思います。こういう LINE を

上手く活用した、スマホで簡単に情報が取れるようなことをますます

検討していただければと思います。例えば、２階の出入り口にデジタ

ルサイネージを新たに作られていますね。新しいサイネージを見てい

ると、すごく色んな興味がわくようなことがいっぱい書いてあります。

せっかくデジタルサイネージの情報を作られたので、デジタルサイネ

ージを公式 LINE で見られるようになるとさらに突っ込んで情報が欲し

いとか、こういうことができればいいなということにつながるのかな

と、そういう意味では活用の拡大につながると思います。以上２点で

す。 

館長：まず１点目の高校と小中学校の違いになりますが、小中学校だと

朝読の機会をしっかり作っていただいていて、我々が配送している本

を活用いただいています。高校では、朝読の時間を設けることが難し

いと思いますので、授業での活用が主になるのかなと思っています。

まだ回数が少ない状況ですが、先生方の中にもこのサービスの存在に

ついて、知らない方が多いのではないかと思っておりますので、今一

度高校に、サービスの存在について、しっかりと PR していただくよう

なお願いをしていきたいと思っております。 

中学生に働きかける仕組みについてですが、今すぐ具体的なアイデ

アは浮かびませんが、今後検討していきたいと思います。また、デジ

タルサイネージの情報についても、LINE で出来る限り積極的に PR でき

るようにしていきたいと思います。それから、現在、市の本庁舎でも

デジタルサイネージが数か所ありますが、そちらでも、今電子書籍の

情報などをデジタルサイネージに映しています。色々な方法で PR をし

ていくべきと考え、取り組んでいるところでございます。  

委員：先ほどの意見に若干関係するというかですね、１月くらい前に新
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聞で見たのですが、全国の読書調査の結果が出ていまして、驚いたの

は、小学生の読書冊数 1 月あたりが１２．６冊で中学生が５．５冊、

高校生が１．９冊ということで、高校に行くと激減するということで

すね、小学生はいろんな読み聞かせとか、そういうことも入っている

と思うのですが、中学校くらいになると自分で興味を持った人が読む

のが多いかと思うのですが、高校は受験のせいもあるのかよく分から

ないと思いながら、ポイントは小中でいかに本に興味を持ってもらう

かということがおそらく大切だと思っています。安城市が、全国の中

で位置がよく分かりませんけれども、アンフォーレで努力されている

いろんな施策をさらに深めていただきたいという感想を持ったという

のと、後の方にも安城市の計画が出ていますけども、今言った 1 人当

たりの読書のデータがちょっと分からなくて、全国の数字は新聞の情

報にありましたけど、安城市の位置づけがよく分からないなと、それ

から増えているのか減っているのか、全体の何十万冊とか貸し出すと

いうのは、数字はいいのですが、人口はそう増えていないのかなと、

小中学生となると 1 人当たりがどうなのかなという、その辺が若干疑

問で、もしお答えできるような数字があれば教えていただければと思

います。以上です。  

館長：まず、不読率についてになりますが、現時点、安城市で子どもが

本をどのくらい読んでいるかについて、把握している数値はございま

せん。 

現在、考えておりますのが、来年度において第５次安城市子ども読

書活動推進計画を新たに策定する予定をしております。この中で、ま

ず子どもについて不読率の状況がどうなっているか、できれば学校に

協力をいただき、アンケートを取り、小中高校生がどのくらい本を読

んでいるのかについて、数値を把握していきたいと思っています。 

会長：ありがとうございました。他にご意見はありませんか。  

委員：先ほどの意見に関連したことなのですが、P４の６（２）「令和５

年度の貸出延べ利用者数」においても、個人高齢者の方は増えている

というのは人口が増えているから増えているのであって、例えば個人

青年も減っているけれども、全体的に子どもの数が減っているのでは

ないかとか、もしできれば、人口と比較して出された方が分かりやす
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いのかなと思いました。以上です。  

館長：ありがとうございます。ご意見を参考にさせていただいて、今後、

資料のまとめ方を検討させていただきたいと思います。  

会長：ありがとうございました。その他何かございますでしょうか。発

言がないようですので、議題（２）については承認でよろしいでしょ

うか。  

＜異議なしの声＞ 

 

続いて、議題（３）「安城市図書館運営基本計画の進捗状況につい

て」、事務局の説明をお願いします。  

＜深津専門主査が、Ｐ１１～Ｐ１５を説明＞  

会長：ありがとうございます。ただいまの説明について、ご質問、ご意

見等がありましたら、ご発言願います。 

ございませんでしょうか。また後の議題でも同様の内容が出てくる

と思いますので、考えておいていただけると嬉しいと思います。では、

ただいまの説明につきまして 、ご発言がないようですので、 議題

（３）については承認でよろしいでしょうか。  

＜異議なしの声＞ 

 

続いて、議題（４）「第４次安城市子供読書活動推進計画の進捗状

況について」、事務局の説明をお願いします。  

＜鈴木係長が、Ｐ１６～Ｐ２１を説明＞  

会長：ありがとうございました。ただいまの説明について、ご質問、ご

意見等がありましたら、ご発言願います。  

委員：この推進計画については、しっかり取り組まれているので、特に

意見はないのですが、先ほどから色々とどうしたら子どもたちにもっ

と本に興味を持ってもらえるか、本を読んでもらえるかというふうに

考えています。例えば今日、１階で昆虫関係のいろんな催し物をやっ

ていますね、少し思ったのは、１階のこういうイベントで子どもたち、

親御さん含めて、そういう人たちが２階３階に上がってくる、何かそ

ういう取組もあるのかなというふうに思います。こうやって子どもた

ちがたくさん来て、１階で昆虫関係を見ます。現物もいっぱいありま
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した。そこから昆虫関係の本とか情報が２階３階に行くとあります、

そうすると１階に来て、２階３階の本につながる、そういう呼び込み

方っていうのもあるかなと思います。  

今、子どもたちの話をしましたが、そういう観点で行くと、アンフ

ォーレって１階で色々なイベントをやられていると思います。そうい

うときに、例えば、若い人向け、高校生向けのイベントが１階であっ

たら、そのイベントと２階３階に高校生向けの本につながる情報とい

うのを１階で流して、来た人が２階３階に動くような、そういう仕組

みもあるのかなと。そういう切り口で１階のイベントできた人達を対

象に２階３階へついでに来てもらう、一緒に見てもらう、そういうの

を常に考えていくと、アンフォーレが持っている機能が連携して、有

効に活用して本の興味につながるのかなと、少し思いました。  

事務局：１階のイベントで依頼があった時には、屋台展示という形で本

をお持ちするサービスも行っております。そちらをもう少しアピール

して積極的に使っていけるといいかなと思います。ご提案ありがとう

ございます。  

館長：今日１階では、「カブトクワガタランド」という子ども向けのイ

ベントが開催されています。委員からのご意見のように、２階以上の

図書情報館でも虫に関する本を特集展示できるとよかったと思います。

今後１階のイベントを全て対応するのは難しいですが、極力１階のイ

ベントの情報を確認し、本の展示を充実していきたいと思います。２

階以上の図書情報館に来ていただいて、本を借りていただけるように

取組みを行っていきたいと思います。  

委員：アンフォーレにとって１階のイベントって強みですよね。その強

みをさらに２階３階の利用にうまくつなげるように、連携されるとい

いかなと思いました。  

会長：他にご意見ございませんでしょうか。  

副会長：６番目の来館が困難な子どもたち、外国にルーツを持つ子ども

たちの事業なのですが、例えば、どこかでもやられていると思います

が、手話おはなし会とかですね、そのようなことを取り入れていかれ

たらいかがかなと思います。これは、普通にやっても来られないかも

しれないので、そうした学級であったり、そこで連携をとったりして
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やられたらどうかと思います。手話をできる方ですね、愛知大学の方

でも手話サークルがありますので、そうした大学生と協力していただ

ければなと思います。よろしくお願いします。 

また、最近長期入院がだんだん減ってきまして、療養患者の件もあ

るのでしょうが、なかなかここは難しいところかなと思います。  

あとは、外国人向けのやさしい日本語とかを活用したおはなし会。

外国語の絵本のおはなし会というのもありまして、一度は私がいた堺

市でも図書館で連携をとって実施しましたが、いろんな外国語の学部

がある大学がありますので、そういったところでこれも同じく大学生

と連携をとってですね、外国にルーツがある子どもたちへの多言語の

おはなし会というのをやったことがありますので、それも１つ案とし

て考えられたらいかがかなと思います。  

館長：手話を使った読み聞かせや、外国人向けのおはなし会について、

大学生の活用というアイデアをいただきましたので、参考にさせてい

ただきます。家禰副会長にもご相談をさせていただくかもしれません

がよろしくお願いします。 

会長：他に何かご意見ありますでしょうか。ないようでしたら、議題

（４）については承認でよろしいでしょうか。  

＜異議なしの声＞ 

 

続いて、議題（５）「安城市図書館運営基本計画の中間見直しにつ

いて」、事務局の説明をお願いします。  

＜深津専門主査が、Ｐ２２～Ｐ３９を説明＞  

会長：ありがとうございます。では、議題（５）「安城市図書館運営基

本計画の中間見直し」について、何かご質問、ご意見等がありました

ら、ご発言願います。  

委員：「子ども」という言葉が何度も出てきますが、想定される子ども

というのは何歳から何歳までかというのがよく分からなくて。どこま

での範囲が子どもになるのでしょうか。 

館長：高校生までを子どもと考えております。  

委員：そうすると、下は３歳くらいまででしょうか、もしくは乳幼児ま

ででしょうか。 
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館長：生まれてすぐの子どもも含めてということで考えております。  

委員：上が１８歳までということでしょうか。  

館長：はい。そのとおりです。 

委員：分かりました。新しくできる「子ども育みサービス」。この「育

む」といった場合も同じように１８歳までが対象ですか？  

館長：重点施策で新たに「子ども育みサービス」ということにしており

ますが、現時点で想定しているのは、１８歳までの子どもをというこ

とで考えております。  

委員：そうすると、今まで出てきた小中学生や高校生も含めて貸出なり

図書情報館の利用というところで我々はまたどうしていけばいいかと

いうことを考えるというところになるのでしょうか。 

館長：１８歳までの子どもに、さらに図書館を使っていただけるよう、

機能・サービスの充実を検討していくこととなります。  

委員：目標値の修正ですが、子どもを中心に据えてというところは分か

りますが、結局のところ、コロナで鈍化した、コロナで落ち込んだと

いうところですが、本当にコロナだけを理由としての数字の伸びのな

さなのか、コロナが明けてということを考えて昨年度なり今年度なり

というところを考えたときに、果たして本当にコロナだけではない理

由があるのかどうかというところなのですけれども、それについて、

何か今のところ事務局が他に考えるような理由があるかどうかという

のを少しお聞きできればと思うのですけど。  

館長：もちろん、これまでコロナの影響もあったと思っています。一方

で、この理由で数値が伸び悩んでいるといった、確実に掴んでいるも

のはございません。例えば、図書の年間貸出冊数が伸び悩んでいるこ

とについては、色々な調べごとや問題解決のために、本を活用すると

いうことが減ってきていると感じております。インターネットなどで

調べて解決してしまうこともあるなど、数値が伸び悩んでいると思っ

ております。  

委員：最後になりますが、これで新しくまた目標値を決めていって、中

身をどうするかというところになってくると思うのですが、自分が多

分考えていく中で必要なのが、おそらくその分析されたものが何なの

か、というところがもとになって、その分析したものに対して、新し
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く手立てをどうやって打っていくとよいのか、というところになって

くるのかなとも思います。「実際に数字が伸び悩んでいます、どうし

ましょう」で終わっていくよりも、やっぱり「こういう理由があるか

らこうなっていると思うので、その理由を解決するためにこういう手

立てを打っていきたい」というような、明らかな目標・目的があった

中での手立てを打っていく、それについての検証を今後もやっていく

ということがこのあと５年間ですかね、令和１１年度に向けて必要に

なってくるのかなと、そういうことをやっていないと、おそらく人口

減少であるだとか、子どもの数が減るであるだとか、というところの

具体的な考え方というかそういうところに持っていくことも難しいの

かなということも少し思う次第でございます。  

委員：基本計画の中間見直しということで、中身をほんとにしっかり検

討されていて、良くまとまって大変わかりやすいというふうに思いま

す。これでしっかり進めていっていただきたいと思いますが、いずれ

にしてももっと来場者を増やすとか、どうやったらいいのかなという

ところで色々考えるのですが、次の変化点で来年の春に、近くに

「（仮称）三井ショッピングパーク  ららぽーと安城」ができますよ

ね、三河地区で初めてで、駅近の商業施設ということで、こちら大き

な変化点の一つだと思うんです。そういう意味では、このアンフォー

レのますますの情報展開だとか来場者の検討のなかに大きな変化点の

商業施設というのもあるので、商業施設の中にいろんな情報展開をし

て、連携ができるか、できないかどうか、そういう検討もされたらい

かがかなというふうに思いました。いずれにしても大変しっかり見直

しされているので、これでやっていただきたいと思います。  

館長：図書館の主要なサービスは、紙の本、資料を貸し出すことかと思

います。この紙の本、資料の貸出については、既に定着をしており、

多くの方に認知されているサービスになります。電子書籍のようにま

だ認知度が高くないサービスであれば、新たな働きかけで、利用実績

を伸ばすことが容易ですが、紙の本、資料の貸出数を増やすことは、

本当に難しいことだと思っています。できる限り新しい取組みを考え、

工夫をして、地道に PR など、働きかけをしていくしかないと思ってい

ます。委員のおっしゃられるような、商業施設との連携も、新たな取
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組みだと思いますので、今後、検討させていただきたいと思います。  

副会長：先ほどから出ていますが、子どもの読書環境がいろいろ変わっ

てきていまして、やっぱりメディアが多様化してきているということ

があってですね、そのあたりも含めて紙の本だけではなくて色々なイ

ンターネットも出てきていますので、さらに多くのデバイスも出てき

ていますから、そういったところへとどんどん変わっていっていると

いうところがあって、なかなか貸出冊数というのが高止まりしていま

して、そこでこれ以上伸びない数字を伸ばそうと思っても伸びないで

すが、そういったところを分析したうえで、デジタル化、今の子ども

たちは GIGA スクール構想とかも学校で進んできていますので、そうし

たインターネットの扱い、あるいはデバイスの扱いとかどんどん慣れ

てくる子どもたちが出てきていると思いますので、やはりそういった

デジタル化されたものをどう使っていくかを含めて、図書館でもそう

した講習、子どもたちを含めたやさしい講習など、そういったことを

やっていかれたらいかがかなと思います。  

あとは電子書籍の子ども向けのコンテンツというのが、けっこうあ

りましてですね、僕も堺市の利用者カードで、電子書籍を見るのです

が、僕が見て面白そうな子ども向けの図鑑とか、なかなか貸出が出て

いないのですよね、なので、そのあたりも含めて図書館の電子書籍っ

ていうものの子ども向けの貸出っていうのをもう少し PR していくか何

かして増やしていけばいいかなと、今後増えていくとは思うんですけ

ども、そういう形を取られたらいいかなと思っております。以上です。  

館長：参考にさせていただきます。  

会長：ありがとうございました。そのほかご意見はありませんでしょう

か。ないようでしたら、議題（４）については承認でよろしいでしょ

うか。  

＜異議なしの声＞ 

会長：本日予定されている議題はすべて終了しましたので、事務局にお

返しします。  

 

事務局：浮森会長、議事の取り回しありがとうございました。議題の審

議がすべて終了しました。 
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続きまして、事務連絡をさせていただきます。今年度の図書館協議

会ですが、次回は９月１３日（金）午後３時３０分開催予定です。ま

た、第３回は１１月１日（金）午後２時、第４回は来年３月の開催を

予定しておりますので、よろしくお願いいたします。  

最後に委員の方で、本日の協議会について、ご質問、ご意見等がご

ざいましたら、ご発言をお願いいたします。ないようですのでこのま

ま続けさせていただきます。 

それでは、これをもちまして、本日の協議会を終了させていただき

ます。お気をつけてお帰りください。本日はありがとうございました。  

 

閉会 午前１１時３０分 


